
人と自然が織りなす芸術のまち　　心豊かで伸びゆく美しいまち
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　平成３２年に予定されている鹿児島国体に向けて
地元選手を育成するため，町教育委員会と町体育協
会が主催したカヌー体験教室が開催されました。
　日本オリンピック委員会（JOC）強化コーチの
植木裕一郎さん（伊佐市在住）の指導のもと，パド
ルの使い方などを体験しました。

（本誌 P12 に詳細記事を掲載）

路
ろ ぼ う

傍の花　マツバボタン（松葉牡丹）
（牛瀬戸自治会個人敷地内） 『鹿児島国体を目指して!!カヌー体験』
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　７月５日に町民総参加のスポーツ大会として，平成２７年度湧水町町民スポーツ大会が開催
されました。当日は雨天のため，ゲートボールとミニバレーボールの２種目のみが行われ，各地
区の代表選手の活躍に大きな声援があがっていました。優勝された地区も善戦された地区もそ
れぞれが健闘され，町民相互の親睦と連帯意識を高め合うことができました。（グラウンドゴル
フとスローピッチ・ソフトボールは中止となりました。）

平成２７年度　町民スポーツ大会　結果

■男子ミニバレーボール
A クラス　（7 チーム）
優　勝　轟地区
準優勝　西下場地区
第３位　幸田地区
第３位　東中下場地区

■女子ミニバレーボール
A クラス　（8 チーム）
優　勝　中津川地区
準優勝　西下場地区
第３位　下川西地区
第３位　幸田地区

■ゲートボール
（18 チーム）

優　勝　幸田地区A
準優勝　西下場地区
第３位　東中下場地区

【競技結果】
（　）は参加チーム数

■男子ミニバレーボール
B クラス　（6 チーム）
優　勝　中津川地区
準優勝　上川西地区
第３位　米永地区
第３位　上場地区

■女子ミニバレーボール
B クラス　（7 チーム）
優　勝　上川西地区
準優勝　老竹地区
第３位　停車場地区
第３位　長谷地区
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６
月
23
日
、
医
療
法
人
永

光
会
栗
野
病
院
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー

長
：
永
田
浩
三
氏
）
及
び

姶
良
地
区
医
師
会
在
宅
推

進
連
絡
協
議
会
の
主
催
に
よ

り
「
認
知
症
に
関
す
る
講
演

会
」
が
栗
野
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研

修
会
は
『
医
療
・
介
護
・
保

健
・
福
祉
の
専
門
職
』
を
対

象
に
開
催
さ
れ
、
本
町
は

も
と
よ
り
鹿
児
島
市
や
南
薩
地
域
、
え
び
の
市
な
ど
か
ら

１
８
９
名
も
の
参
加
が
あ
り
、
認
知
症
予
防
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
同
病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
副
セ

ン
タ
ー
長
の
永
田
智
行
先
生
よ
り
『
認
知
症
に
な
っ
て

も
、
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
～
前
頭
側
頭
型

認
知
症
の
理
解
と
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
～
』
と
題

し
て
講
演
が
行
わ
れ
、
認
知
症
の
症
状
や
そ
の
対
応
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
在
宅
医
療
を
推
進
す
る
た
め
に
、
姶
良
地
区
医

師
会
副
会
長
の
田
代
達
也
先
生
か
ら
同
地
区
医
師
会
が
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

認
知
症
予
防
に
関
係
機
関
が
積
極
的
に
取
り
組
み
、

万
一
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
で
生

活
で
き
る
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
町
の
人
材
を
雇
用
へ

― 

電
子
部
品
企
業
が
進
出 

―
　

　

ヤ
マ
ハ
鹿
児
島
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
株
式
会
社
（
ヤ
マ
ハ

鹿
児
島
）
の
敷
地
の
一
部
と
建
物
（
本
館
）
を
購
入
し
て
、

え
び
の
電
子
工
業
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役
社
長　

津
曲

洋
一
氏
（
写
真
中
央
））
が
本
町
へ
進
出
す
る
こ
と
に
な

り
、
本
町
と
の
立
地
協
定
調
印
式
が
鹿
児
島
県
の
立
会
い

の
も
と
６
月
25
日
に
栗
野
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ヤ
マ

ハ
鹿
児
島
の
一
部
が
岡
山
県
に
本
社
が
あ
る
フ
ェ
ニ
テ
ッ

ク
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
株
式
会
社
へ
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
え
び
の
電
子
工
業
株
式
会
社
の
進
出
に
よ

り
新
し
い
２
つ
の
企
業
が
隣
接
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

え
び
の
電
子
工
業
株
式
会
社
は
、
デ
ジ
タ
ル
時
計
基
盤

や
ト
リ
マ
ー
コ
ン
デ
ン
サ
ー
な
ど
の
電
子
部
品
を
製
造
す

る
企
業
と
し
て
昭
和
50
年
に
設
立
さ
れ
、
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
な
が
ら
、
自
動
車
用
電
子
部
品
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
開
発
・
販
売
な
ど
を
手
が
け
る
と
と
も
に
、
宮
崎
県

各
所
に
工
場
を
新
設
・
増
設
し
て
順
調
に
業
績
を
伸
ば
し

て
い
ま
す
。
本
町
へ
の
進
出
は
、
同
社
の
顧
客
か
ら
の
需

要
増
等
に
対
し
て
工
場
増
設

を
検
討
し
て
い
た
こ
と
か
ら

決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

立
地
協
定
調
印
式
で
津
曲

社
長
は
、「
新
工
場
の
新
規
雇

用
30
名
は
、
地
元
湧
水
町
の

人
材
を
最
優
先
と
考
え
て
い

る
。」
と
話
さ
れ
て
お
り
、
地

域
経
済
の
浮
揚
発
展
に
大
き

く
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

６
月
15
日
か
ら
19
日
の
５

日
間
の
日
程
で
本
年
度
に

採
用
と
な
っ
た
国
家
公
務
員

の
う
ち
各
省
庁
か
ら
推
薦
さ

れ
た
３
名
を
本
町
に
受
入

れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
入い

り
え江

沙さ

や

か
耶
加
さ
ん
（
財
務
省
：
写

真
右
）、塩し

お
の野
啓け
い
い
ち一
さ
ん
（
環

境
省
：
写
真
中
央
）、
石い

し
い井

裕ひ
ろ
た
か隆
さ
ん
（
農
林
水
産
省
：

写
真
左
）
の
３
名
が
派
遣
さ

れ
、
国
民
全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
の
使
命
と
職
責
に
つ
い
て
考
え
る
内
容
の
研
修
を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
修
で
は
本
町
の
財
政
状
況
や

ま
ち
づ
く
り
計
画
等
の
実
情
を
紹
介
し
、
地
方
公
共
団
体

の
役
割
を
把
握
し
て
い
た
だ
き
、
農
業
体
験
と
し
て
実
際

に
田
植
え
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
と
交
流
を
図

る
と
と
も
に
第
一
次
産
業
の
重
要
性
や
生
産
者
人
口
の
減

少
や
高
齢
化
等
の
問
題
点
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
地
方
自
治
体
職
員
や
地
域
住
民
と
の
意
見

交
換
を
通
じ
て
地
域
の
多
様
性
や
国
民
全
体
の
視
点
か
ら

施
策
を
行
う
た
め
の
基
礎
的
見
識
を
養
い
、
今
後
の
国
の

施
策
の
在
り
方
を
検
証
す
る
際
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
町
で
研
修
さ
れ
た
３
名
が
、
本
町
の
地
域
住
民
と
交

流
さ
れ
た
体
験
等
を
活
か
し
て
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
わ
が
町
で

　「
認
知
症
へ
の
取
組
み
」

地
方
自
治
体
実
地
体
験

（
国
家
公
務
員
研
修
受
け
入
れ
）
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　湧水町へのふるさと納税制度による寄附につきましては，平成２０年度から延べ172件，総額
13,862,401円となりました。
　湧水町への直接寄附が，延べ110件，11,920,183円で，かごしま応援寄附金募集推進協議会を
通じて湧水町へ交付される分が，延べ62件，1,942,218円です。
　ここで，平成２６年度における受納及び活用状況を以下のとおり報告いたします。
　また，ご寄附いただきました皆様に，改めて御礼申し上げます。温かいお心づかいありがとう
ございました。本町としましても，引き続き御支援いただけるようなまちづくりに努めてまいり
ます。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

(（注）合 計 欄 は 同 一 年 度 内 に 複 数 回 の 寄 附 を い た だ い た 方 や 複 数 の 事 業 指 定 を し て い た だ い た 方 も あ り，実 人 員 で の 表 示 と し て い ま す。)
※「県を通じての寄附」・「湧水町への直接寄附」ともに，寄附金をどのようなふるさとづくりに
使ってほしいか，上記の５つの事業の中から使いみちを寄附される方に指定していただいてい
ます。また，(5)の154,169円の中には，市町村指定をされなかった分の配分金55,169円も含んで
います。
　
　
　昨年から本町においても寄附者に対して返礼品の贈呈を始めましたが，本町の地場産品をさ
らに広くＰＲできるよう，本年４月から返礼品の種類を増やしております。機会がありましたら，
町外にお住いのご家族・ご親戚・ご友人等へのご紹介をお願いいたします。

（詳しくは，本町ホームページに掲載してあります。）

ふるさと納税の状況について

町民の皆様へのお願い

平成２７年３月末までの

ふるさと納税受納状況

県を通じての寄附
( 寄附金の６割＋市町村指定
のない寄附で町への交付分）

湧水町への

直接寄附 ＋

ふるさとづくりのための使いみち 小計 小計
⑴ 未来を担う子どもたちの健やかな育成に関する事業 ２名 37,200 ９名 256,000 １１名 293,200・乳幼児医療費助成事業
⑵ 高齢者が安心して暮らせるまちづくりに関する事業 ３名 72,000 １５名 182,000 １８名 254,000・訪問給食サービス事業
⑶ ふるさとの景観の維持及び再生に関する事業 ー ー ７名 50,000 ７名 50,000・多面的機能支払事業
⑷ 芸術及び文化のまちづくりに関する事業 ー ー ２名 20,000 ２名 20,000・「芸術がある町」まちづくり事業
⑸ その他町長がふるさとづくりに必要と認める事業

３名 154,169 １２名 5,343,440 １５名 ５,497,609

・地域イベント支援事業補助金
・家畜伝染病防疫対策経費
・有害鳥獣駆除事業
・高齢者等活動拠点環境整備事業
・グリーンツーリズム推進事業
・町優良牛造成事業
・くりの図書館図書購入事業
・社会体育振興事業

合　　計 ８名 263,369 ３５名（注） 5,851,440 ４３名（注） 6,114,809

A B

A B

問い合わせ先 栗野庁舎　財政課　TEL：0995 ー７４ー 3111（内線 2272）
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　都市部の湧水町出身者でつくる各地の湧水会が開催されました。本町からも都市との交流事業として町長，議
長等が出席し，町の近況報告を行いました。また本町の特産品を販売し，会員の皆さんに喜ばれました。また，
懇親会も行われ，遠く離れた郷里の話で盛り上がりました。

福岡湧水会

関西湧水会

関東地区湧水会

中部湧水会

期　日：平成 27 年 6 月 6 日（土）
場　所：福岡市『博多都ホテル』
会　長：今園　正見さん（上場地区出身）
事務局：下新原千里さん（北方地区出身）
　　　　℡：092-952-7154

期　日：平成 27 年 5 月 17 日（日）

場　所：大阪市『敦煌』（難波サウナニュー

　　　 ジャパン内）
会　長：前田　悟さん（轟地区出身）

事務局：和田　忍さん（轟地区出身）

　　　　℡：0721-21-5954

期　日：平成 27 年 6 月 21 日（日）
場　所：東京都『南国酒家原宿店迎賓館』
会　長：大重　貫滋さん（中津川地区出身）事務局：重村　博文さん（幸田地区出身）
　　　　℡：090-4135-0218

期　日：平成 27 年 6 月 7 日（日）
場　所：名古屋市『中日パレス』
会　長：宗方　春人さん（東中下場地区出身）
事務局：笹田てい子さん（長谷地区出身）
　　　　℡：090-4868-9775

各湧水会の会員を募集しています！
　各湧水会では，会員を募集していますので，ご家族又は友人など県外にお知
り合いの方がおられましたらぜひ声をお掛けください。各地の湧水会の連絡先
は上記のとおりです。
　なお，本人以外の方が連絡される場合は，本人の了解を得たうえでご連絡ください。

各地で湧水会総会を開催
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●　支給対象者
　　・平成27年度分の住民税が課税されていない方が対象です。
　　　※ただし，
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は対象となりません。
●　支給額
　　・１人につき　6,000円
●　基準日
　　・平成27年１月１日

●　支給対象者
　　・平成27年６月分の児童手当を受給される方が対象です。
　　　 ※ た だ し，特 例 給 付（児 童 手 当 の 所 得 制 限 以 上 の 方 に,児 童 １ 人 当 た り 月 額5,000円 を 支 給 し て い

るもの）を受給される方は,対象となりません。
　　　※児童手当の認定請求を失念する等して，平成27年6月の児童手当の対象となる児童分の支給が

受けられないかたについても，支給対象になる場合がありますので，平成27年５月31日時点で
住民票のある市区町村の窓口にご相談ください。

●　対象児童
　　・支給対象者の平成27年6月分の児童手当の対象となる児童
●　支給額
　　・対象児童１人につき　3,000円
●　基準日
　　・平成27年５月31日

お知らせします、２つの給付金。
臨 時 福 祉
給 付 金

子 育 て 世 帯
臨 時 特 例 給 付 金

所得の低い方の負担を緩和します。 子育て世帯の負担を緩和します。

消費税率の引上げに際し，所得
の低い方々への負担の影響に鑑
み，暫定的・臨時的な措置とし
て実施します。

消費税率引上げの影響を踏まえ，
子育て世帯に対して，臨時特例
的な給付措置として実施します。

対象者対象者〈イメージ〉

住民税が課税されて
いない方

・課税されている方に生活の面倒
  を見てもらっている方
　（扶養されている方）
・生活保護の受給者　などは対象外

（※）平成 27 年度は，2 つの給付金のどちらの要件にも該当する方につい
ては，２つの給付金を両方とも受け取ることができます。

中学生以下の児童がいる
子育て世帯[

[

[

[

両
方
と
も
受
給
可

（
※
）

高
所
得
世
帯

臨時福祉給付金

子育て世帯臨時特例給付金

支給要件

支給要件

・課税されている方に生活の面倒を見てもらっている場合
　（住民税において，どなたかの扶養となっている場合）
・生活保護の受給者である場合　など
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　　基準日（平成２７年１月１日）時点で住民票が町内にある方が対象です。
　 　 　 ※DV被 害 者 や 児 童 福 祉 施 設 等 に 入 所 し て い る 児 童 等 で,他 の 市 町 村 か ら 住 民 票 を 移 さ ず に 本 町 に お 住 ま い の

方 に つ い て は，湧 水 町 で 申 請 を 受 け 付 け る こ と が で き る 場 合 が あ り ま す の で ご 相 談 く だ さ い。

　　平成２７年６月の児童手当を本町から受給される方が対象です。
　　　※上記以外の方で，DV被害者や児童福祉施設等に入所している児童は，湧水町で申請を受け付け

ることができる場合がありますのでご相談ください。
　　　※公務員の方は，基準日（平成２７年５月３１日）時点で住民票が町内にある方が対象です。
　　　　（勤務先から案内がありますので，そちらもご確認ください。）

●　申請先　　：　湧水町役場　栗野庁舎　福祉課または，吉松庁舎　住民福祉課
●　申請期間　：　平成２７年８月１０日（月） ～平成２８年１月２９日（金）
●　提出書類　：　申 　 請 　 書 　郵送いたします。
　　　　　　　　　本人確認書類　運転免許証・住民基本台帳・パスポート等の写し
　　　　　　　　　振込先口座が確認できる書類　通帳やキャッシュカードの写し

※ 子 育 て 世 帯 臨 時 特 例 給 付 金 に つ い て は，児 童 手 当 の 受 取 口 座 を 指 定 す る 場 合 は，こ れ ら の 確 認 書 類
は不要です。

臨時福祉給付金

子育て世帯臨時特例給付金

支給対象者

申 請 方 法

自分が住民税を課税されているかどうか，どうすれば分かりますか？

例えば，
　・ご自身の給与支給明細の「住民税」の項目に課税額が記載されている場合
　・介護保険料決定通知書に記載されている「保険料の段階」で４段階以上となっている場合には，　

基本的には住民税が課税されます。
※臨時福祉給付金は , 平成２７年度分の市町村民税（均等割）が課税されていない方が対象です。

Q

A

● 湧水町　福祉課　社会福祉係または，児童福祉係　☎０９９５ー７４ー３１１１（内線２１１５）

臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特例
給付金詐欺にご注意ください。！

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金に関して

●市町村や厚生労働省などがATM（銀行・コンビニなどの現金自動支払機）の操作をお願いすること

は，絶対にありません。

●ATMを自分で操作して，他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません。

●市町村や厚生労働省などが，「臨時福祉給付金」給付のために，手数料などの振込を求めることは絶

対にありません。

●現時点で，市町村や厚生労働省などが住民の皆様の世帯構成や銀行口座の番号など個人情報を照会

することは，絶対にありません。

給付をよそおった「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください。
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ホ 

タ 

ル 

の 

郷

川
添
ホ
タ
ル
を
観
る
夕
べ
実
行
委
員
長　

桑
原　

佐
年

　

発
光
し
な
が
ら
飛
ん
で
い
る
ホ
タ
ル
の
体
長
は
約
15
㎜
前
後
で
す
。
オ
ス
と
メ
ス
を
比

べ
て
み
る
と
、
体
は
メ
ス
の
方
が
大
き
い
で
す
。
し
か
し
、
オ
ス
は
第
六
腹
節
と
第
七
腹

節
が
光
を
放
ち
ま
す
が
、
メ
ス
は
第
六
腹
節
だ
け
し
か
発
光
し
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
が
ホ
タ
ル
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
今
、
郷
里
川
添
に
光
を
放
っ
て
い
る
源
氏
ホ

タ
ル
が
も
っ
と
も
国
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
夜
、
飛
び
か
う
の
は
オ
ス
で
草
む
ら
の

中
で
あ
か
り
を
灯
し
つ
づ
け
る
の
が
メ
ス
で
す
。
ホ
タ
ル
は
夜
に
活
動
し
ま
す
が
、
光
を

放
つ
事
に
よ
っ
て
他
の
仲
間
と
通
信
を
し
て
い
ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
通
信
で
出
合
っ
た
オ

ス
と
メ
ス
は
交
尾
を
し
、
交
尾
を
終
え
た
メ
ス
は
川
岸
の
木
や
石
な
ど
の
生
き
た
コ
ケ
の

中
に
卵
を
生
み
ま
す
。
卵
は
は
じ
め
黄
色
で
す
が
、
や
が
て
黒
ず
ん
で
い
き
ま
す
。
卵
の

中
で
成
育
が
進
ん
で
い
く
と
水
の
中
で
卵
が
発
光
を
始
め
ま
す
。
幼
虫
は
水
中
で
は
イ
モ

ム
シ
に
似
て
い
ま
す
。
飛
ぶ
ホ
タ
ル
の
親
と
は
、
全
然
似
て
い
な
い
で
す
が
、
す
で
に
こ

の
時
は
尾
の
部
分
に
光
を
放
つ
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

幼
虫
は
川
の
中
で
流
れ
の
ゆ
る
い
所
で
カ
ワ
ニ
ナ
を
食
べ
な
が
ら
大
き
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。
カ
ワ
ニ
ナ
を
見
つ
け
る
と
、
一
番
柔
ら
か
い
と
こ
ろ
に
か
み
つ
き
カ
ワ
ニ
ナ
に
消

化
す
る
液
を
出
し
な
が
ら
肉
を
溶
か
し
食
べ
て
い
き
ま
す
。
一
匹
の
幼
虫
が
成
長
す
る
ま

で
に
約
30
匹
の
カ
ワ
ニ
ナ
を
食
べ
ま
す
。
清
流
に
カ
ワ
ニ
ナ
の
カ
ラ
が
あ
る
の
は
そ
の
し

る
し
で
す
。
幼
虫
は
秋
・
冬
を
こ
し
て
新
し
い
春
に
な
る
頃
に
は
２
～
３
㎝
に
な
り
、
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
春
を
迎
え
大
き
く
な
っ
た
幼
虫
は
、
三
月
中
旬
頃
に
川
岸
に
上
陸

を
は
じ
め
ま
す
。
幼
虫
が
上
陸
す
る
時
は
光
を
発
し
な
が
ら
、
川
岸
へ
と
上
が
っ
て
い
き

ま
す
。
上
陸
し
た
幼
虫
は
、
川
岸
の
や
わ
ら
か
い
土
に
も
ぐ
り
込
み
、
成
虫
に
な
る
ま
で

待
つ
の
で
す
。
そ
し
て
、
五
月
上
旬
か
ら
ホ
タ
ル
と
な
っ
て
す
ば
ら
し
い
光
を
み
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

ホ
タ
ル
は
水
を
飲
む
だ
け
で
、
エ
サ
は
食
べ
ま
せ
ん
。
小
さ
い
時
（
幼
虫
）
に
食
べ
て

い
た
栄
養
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
の
で
す
。
時
季
に
な
る
と
多
く
の
ホ
タ
ル
が
毎
夜

乱
舞
し
て
い
る
よ
う
に
み
ま
す
が
、
ホ
タ
ル
は
２
～
３
週
間
で
一
生
を
終
え
る
の
で
す
。

探
訪

霧
島

環

ー
か
ん
き
り
し
ま
た
ん
ぼ
う
ー

　

環
霧
島
探
訪
で
は
、霧
島
山
を
取
り
巻
く
宮

崎
、鹿
児
島
両
県
の
５
市
２
町
の
情
報
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。今
回
は
都
城
市
山
田
町
の「
か
か

し
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」を
紹
介
し
ま
す
。

■
西
日
本
有
数
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

西
に
高
千
穂
峰
を
仰
ぎ
、東
に
都
城
市
街
を

一
望
で
き
る
緑
豊
か
な
か
か
し
の
里
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
。平
成
14
年
９
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、来

場
者
数
約
79
万
人（
平
成
27
年
4
月
末
現
在
）を

誇
る
西
日
本
随
一
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
す
。

地
域
住
民
の
触
れ
合
い
の
場
づ
く
り
と
健
康
増

進
な
ど
を
目
的
に
建
設
さ
れ
、都
城
盆
地
の
畑

地
か
ん
が
い
の
た
め
の
水
源
と
し
て
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
た
木
之
川
内（
こ
の
か
わ
う
ち
）ダ

ム
の
現
場
か
ら
出
さ
れ
る
土
砂
を
有
効
活
用

し
、Ｖ
字
形
の
谷
を
埋
め
立
て
て
作
ら
れ
ま
し

た
。

■
初
心
者
に
も
優
し
く
指
導

　

月
に
５
０
０
０
人
を
超
え
る
利
用
者
が
プ

レ
ー
を
楽
し
む
同
施
設
で
は
、山
田
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
協
会（
福
榮
幸
一
会
長
・
会
員
１
３
５
名
）

が
ル
ー
ル
指
導
や
技
術
指
導
に
当
た
っ
て
い

て
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
普
及
と
技
術
向
上
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。「
地
域
住
民
が
健
康
づ
く
り

を
目
的
の
一
つ
に
訪
れ
る
同
施
設
で
は
、舗
装

路
と
異
な
り
足
腰
に
優
し
い
芝
の
コ
ー
ス
で
プ

レ
ー
す
る
こ
と
で
、健
康
づ
く
り
と
技
術
の
向

上
に
繋
が
る
。」と
福
榮
会
長
は
力
を
込
め
ま

す
。

　

広
大
で
緑
豊
か
な
６
コ
ー
ス
54
ホ
ー
ル
に
加

え
て
、来
春
に
は
、２
コ
ー
ス
18
ホ
ー
ル
も
オ
ー

プ
ン
。子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
で
、知
ら
な
い
者
同
士
、交
流
を
楽
し

み
な
が
ら
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
営
業
時
間
】　

８
時
～
18
時（
６
月
～
９
月
）

　
　
　
　
　
　

９
時
～
17
時（
10
月
～
５
月
）

【
所
在
地
】

　

都
城
市
山
田
町
山
田
５
０
２
５

－

１

　

※
宮
崎
自
動
車
道
都
城
Ｉ
Ｃ
よ
り
車
で
15
分

【
利
用
料
金（
１
日
プ
レ
ー
）】

　

高
校
生
以
上　

５
１
０
円

　

中
学
生
以
下　

２
１
０
円

【
定
休
日
】　

第
２
・
４
木
曜
日

【
そ
の
他
】　

レ
ン
タ
ル
ク
ラ
ブ
、ボ
ー
ル
有
り

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

か
か
し
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

☎
０
９
８
６

－

６
４

－

３
８
８
８	



9 　広報 ゆうすい  Vol. 124　2015.7

平
成
27
年
第
１
回
湧
水
町
議
会
臨
時
会
報
告

　

４
月
20
日
に
１
日
間
の
会
期
で
平
成
27
年
第
１

回
湧
水
町
議
会
臨
時
会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
議
会
で
は
、
承
認
２
件
、
同
意
１
件
、
予
算

案
１
件
（
平
成
27
年
度
補
正
予
算
）、
そ
の
他
議

案
１
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
及
び
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

〔
承
認
〕

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
湧
水
町
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
及
び
湧
水
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
を
専
決
処

分
し
た
こ
と
を
報
告
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

〔
同
意
〕

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
川
野

久
美
子
さ
ん
（
中
津
川
地
区
）
を
委
員
に
提
案
し
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

〔
財
産
の
処
分
〕

◆
鹿
児
島
湧
水
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
合
同
会
社
が
大

規
模
太
陽
光
発
電
所
の
建
設
工
事
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
貸
付
地
内
の
一
部
の
立
木
を
処
分
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

〔
補
正
予
算
〕

◆
一
般
会
計
（
補
正
１
号
）

　

平
成
27
年
度
の
総
額
か
ら
５
６
５
万
円
を
減
額

し
、
補
正
後
の
総
額
を
67
億
６
５
４
７
万
４
千
円

と
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
第
２
回
湧
水
町
議
会
定
例
会
報
告

　

６
月
10
日
か
ら
６
月
25
日
ま
で
の
16
日
間
の
会

期
で
平
成
27
年
第
２
回
湧
水
町
議
会
定
例
会
が
開

会
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
議
会
で
は
、
報
告
２
件
、
条
例
改
正
３
件
、

予
算
案
３
件
（
平
成
27
年
度
補
正
予
算
）、
そ
の

他
議
案
１
件
、
推
薦
１
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
及
び
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

〔
報
告
〕

◆
平
成
26
年
度
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い

て
　

平
成
26
年
度
湧
水
町
一
般
会
計
予
算
及
び
平
成

26
年
度
湧
水
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
の

繰
越
明
許
費
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。

〔
条
例
の
改
正
等
の
内
容
〕

◆
湧
水
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
介

護
保
険
料
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

◆
湧
水
町
防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正

　

災
害
等
が
発
生
し
た
際
に
町
議
会
と
相
互
の
情

報
共
有
を
図
る
た
め
、
防
災
会
議
の
委
員
に
町
議

会
議
長
を
加
え
る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

◆
湧
水
町
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

　

学
校
教
職
員
等
住
宅
と
し
て
建
設
し
た
尾
鉢
第

三
教
職
員
住
宅
を
町
営
住
宅
と
し
て
管
理
す
る
た

め
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

〔
湧
水
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
〕

◆
湧
水
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
新
た
な
事

業
（
５
事
業
）
を
追
加
し
ま
し
た
。

〔
補
正
予
算
〕

◆
一
般
会
計
（
補
正
２
号
）

　

平
成
27
年
度
の
総
額
に
９
２
９
５
万
４
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
68
億
５
８
４
２
万
８

千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
（
補
正
３
号
）

　

平
成
27
年
度
の
総
額
に
１
５
６
８
万
３
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
68
億
７
４
１
１
万
１

千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
補
正
１
号
）

　

平
成
27
年
度
の
総
額
か
ら
３
６
６
万
５
千
円
を

減
額
し
て
，
補
正
後
の
総
額
を
14
億
７
２
２
万
１

千
円
と
し
ま
し
た
。

〔
推
薦
〕

◆
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　

議
会
よ
り
農
業
委
員
会
委
員
の
候
補
者
に
前
田

格
男
さ
ん
（
鶴
丸
地
区
）
が
推
薦
さ
れ
、
適
任
と

さ
れ
ま
し
た
。

発見楽しみ工房
　申込は，当日の申込の他 , 電話・ＦＡＸによる事前の申込もできます。
その際は，代表者のお名前と参加人数をお知らせください。

第173回 「楽しいクレイアニメーション」
　粘土でつくった人や物が動く世界を表現できたら楽しいですよね。そんな
夢のような世界を，iPadを使って楽しく作りませんか？
日　時／平成27年８月15日（土）13：30 ～ 15：30
講　師／鹿児島大学教育学部附属小学校　濵崎　昇平　先生
定　員／ 20名（年齢制限はなく,どなたでも気軽に参加できます。
参加料／入園料の他に２００円

わく湧くアート工房『椿昇の霧島アート学校』
~ねぶたオブジェを作りながらインスタレーションを学ぶ~
展示点灯：8月16日（日）・29日（土）霧島アートの森，
　　　　 9月  5日（土）名水丸池感謝の夕べ
校長講話：8月16日（日）   15：00 ～ 17：00
関連行事：8月29日（土）　14：00 ～
パフォーミングアート（ダンスと作品のコラボ
レーション）霧島アートの森
森山開次×ひびのこづえ×川瀬浩介『LIVE BONE』

汽車とかたな   山口晃展
開催中 ▼ 9/23（水・祝）

月曜日休園
（祝日の場合は翌日休園）

地下鐵道乃圖
2007
紙にペン，水彩
45.6 x 93.7 cm 撮影：宮島径
©YAMAGUCHI Akira, 
Courtesy Mizuma Art Gallery

　鹿児島県霧島アートの森では，夏の特別企画展として
「山口晃展　汽車とかたな」を開催。山口晃は，伝統的な
日本の図像と現代的な事物を巧みに混交し，ユーモアあ
ふれた軽妙な絵画を制作することで知られた現代で最
も重要な画家の一人です。日本の近代化の中で西洋の科
学技術の輸入によって現れた「汽車」。幕藩体制の終焉に
よって武士とともに過去となった「かたな」。山口は「汽
車」の時代と「かたな」の時代の区別を飛び越え，異なる
時代の事物を融合させて描いています。今回の個展は，
絵画をはじめ，立体作品や漫画，インスタレーション等
を展示し，多彩な山口の魅力に迫ります。 平成 27 年 6 月（第 171 回）の

発見楽しみ工房の制作風景　
　鹿児島市立鹿児島女子高等学校の美坂
康太郎先生と一緒に，お湯でやわらかく
なるプラスチック粘土を用いて，世界で
1 つだけのストラップを制作しました。　

開園時間　9:00 ～ 17：00（入園は 16:30 まで）                     
　　　　　※ 7/20 ～ 8/31 の土 ･ 日 ･ 祝は 9:00 ～ 19:00（入園は 18:30 まで）
観 覧 料   一般 /800(600) 円，高大生 /600(400) 円，小中生 /400(300) 円
　　　　　（　　）内は前売り又は 20 人以上の団体料金
主　　催　鹿児島県文化振興財団霧島アートの森，南日本新聞社，KTS 鹿児島テレビ

【申込み・お問い合わせ先】霧島アートの森　☎ 74 － 5945
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第
37
回
鹿
児
島
県
道
場
少
年
剣
道

大
会

　
　
　
　
　

期
日
：
６
月
14
日

　
　
　
　
　

場
所
：
伊
集
院
総
合
体
育
館

▼
小
学
生
高
学
年
団
体
の
部

ベ
ス
ト
８　

吉
松
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

▼
中
学
団
体
の
部

ベ
ス
ト
８　

栗
野
中
学
校
剣
道
部

　
　
　
　
　

※
７
月
28
日
～
30
日
に
か
け
て
東
京
都
で
開
催
さ

れ
る
全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会
に
両
チ
ー
ム
が
県

代
表
と
し
て
出
場
。

　
　
　
　
　

期
日
：
５
月
３
日
～
４
日

　
　
　
　
　

場
所
：
県
総
合
体
育
館

▼
男
子
小
学
２
年
組
手

　

第
２
位　

柿
木　

史
翔
（
吉
松
小
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

期
日
：
５
月
23
日
・
24
日

　
　
　
　
　

場
所
：
県
立
鴨
池
陸
上
競
技
場

▼
男
子
共
通
走
幅
跳

　

第
５
位　

中
井　

大
貴　

５
ｍ
77
㎝

　
　
　
　
　

（
栗
野
中
３
年
）

▼
女
子
低
学
年
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル

　

第
７
位　

川
島　

芽
依　

13
秒
33

　
　
　
　
　

（
栗
野
中
２
年
）

【
陸
上
競
技
】

▼
男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

第
７
位　

鹿
児
島
商
高　

43
秒
03

　
　
　
　
　

桐
野　

友
樹

　
　
　
　
　

（
３
年
：
老
竹
地
区
）

▼
男
子
１
６
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

第
３
位　

鹿
児
島
南
高　

３
分
20
秒
25

　
　
　
　
　

藤
崎　

圭
祐

　
　
　
　
　

（
２
年
：
西
下
場
地
区
）

　

第
４
位　

鹿
児
島
商
高　

３
分
21
秒
46

　
　
　
　
　

桐
野　

友
樹

▼
男
子
走
幅
跳

　

第
３
位　

桐
野　

友
樹　

６
ｍ
93
㎝

▼
男
子
三
段
跳

　

第
４
位　

桐
野　

友
樹　

13
ｍ
66
㎝

▼
男
子
ハ
ン
マ
ー
投

　

第
３
位　

山
元　

太
輝　

49
ｍ
27
㎝

　
　
　
　
　

 

（
鹿
児
島
水
産
高
３
年
：
幸
田
地
区
）

▼
女
子
５
０
０
０
ｍ
競
歩

　

第
１
位　

帖
佐　

有
美　

27
分
30
秒
60

　
　
　
　
　

 

（
国
分
中
央
高
２
年
：
停
車
場
地
区
）

▼
女
子
走
幅
跳

　

第
１
位　

川
島　

杏
純　

５
ｍ
63
㎝

　
　
　
　
　

（
鹿
児
島
高
１
年
：
西
下
場
地
区
）

【
カ
ヌ
ー
競
技
】

▼
ス
プ
リ
ン
ト
（
Ｋ
‐
４
）

　

第
１
位　

伊
佐
農
林
高　

２
分
17
秒
34

　
　
　
　
　

田
底　

拓
也

　
　
　
　
　

（
１
年
：
轟
地
区
）

※
８
月
４
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
京
都
府
で
開
催

さ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
カ
ヌ
ー

競
技
）
に
田
底
拓
也
さ
ん
が
県
代
表
と
し
て
出
場
。

　
　
　
　
　

期
日
：
６
月
11
日
～
14
日

　
　
　
　
　

場
所
：
県
立
鴨
池
陸
上
競
技
場

▼
男
子
１
６
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

第
５
位　

鹿
児
島
南
高　

３
分
18
秒
94

　
　
　
　
　

藤
崎　

圭
祐

▼
男
子
三
段
跳

　

第
２
位　

桐
野　

友
樹　

14
ｍ
38
㎝

▼
男
子
ハ
ン
マ
ー
投

　

第
４
位　

山
元　

太
輝　

52
ｍ
27
㎝

▼
女
子
５
０
０
０
ｍ
競
歩

　

第
５
位　

帖
佐　

有
美　

26
分
04
秒
12

▼
女
子
走
幅
跳

　

第
２
位　

川
島　

杏
純　

５
ｍ
54
㎝

※
７
月
29
日
か
ら
８
月
２
日
に
か
け
て
和
歌
山
県

で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
に

藤
崎
圭
祐
さ
ん
、
桐
野
友
樹
さ
ん
、
山
元
太
輝
さ

ん
、
川
島
杏
純
さ
ん
が
県
代
表
と
し
て
出
場
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

期
日
：
６
月
12
日
～
14
日

　
　
　
　
　

場
所
：S

honan 

Ｂ
Ｍ
Ｗ
ス
タ
ジ
ア

ム
平
塚

▼
男
子
３
０
０
０
ｍ
障
害

　

第
４
位　

藤
崎　

真
伍　

９
分
６
秒
61

　
　
　
　
　

 

（
流
通
経
済
大
１
年
：
西
下
場
地
区
）

▼
女
子
走
幅
跳

　

第
３
位　

末
永　

成
美　

５
ｍ
96
㎝

　
　
　
　

 　
（
大
阪
成
蹊
大
３
年
：
中
津
川
地
区
）

　

８
月
７
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
福
岡
県
で
開
催

さ
れ
る
２
０
１
５
ホ
ー
ク
ス
カ
ッ
プ
中
学
硬
式
野

球
大
会
に
両
チ
ー
ム
が
県
代
表
と
し
て
出
場
。

○
鹿
児
島
吉
野
ボ
ー
イ
ズ

　

福
寿　

晃
大
（
栗
野
中
３
年
）

　

桐
野　

雅
也
（
栗
野
中
３
年
）

　

辻　
　

竜
也
（
栗
野
中
２
年
）

　

真
方　

啓
佑
（
栗
野
中
２
年
）

　

亀
澤　

龍
太
（
栗
野
中
２
年
）

　

郡
山　

大
輝
（
吉
松
中
２
年
）

○
ガ
ッ
ツ
鹿
児
島

　

重
信　

汰
成
（
栗
野
中
２
年
）

有田こころ，宮田琉之介
二渡　舞琴，森山　雄大
高橋　大作

藤川　大樹，山下　峻平
松川　翔哉，大田　一徹
大田　一心

ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

（
敬
称
略
）

第
68
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
抗
選

手
権
大
会
南
九
州
地
区
予
選
会

第
49
回
全
空
連
鹿
児
島
県
空
手
道

選
手
権
大
会

第
32
回
南
日
本
中
学
生
陸
上
競
技

大
会

県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

２
０
１
５
日
本
学
生
陸
上
競
技
個

人
選
手
権
大
会

２
０
１
５
ホ
ー
ク
ス
カ
ッ
プ
中
学

硬
式
野
球
大
会
出
場



姶
良
地
区
中
学
校

　

総
合
体
育
大
会

　
　
栗
野
中
学
校

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

女　
　

子

　
　

準
優
勝　
（
リ
ン
ク
戦
３
勝
１
敗
）

▼
卓
　
球

　

男
子
個
人

　
　

第
７
位　

亀
澤　

祐
介　
（
３
年
）

　
　

第
８
位　

竹
嵜　

海
翔　
（
３
年
）

　
　

第
17
位　

石
本　

慧
悟　
（
３
年
）

　

女
子
団
体

第
３
位　
（
リ
ン
ク
戦
２
勝
１
敗
）

　

女
子
個
人

　
　

第
８
位　

池
下　

梓　
　
（
３
年
）

▼
剣　

道

　

男
子
団
体

第
３
位

　

女
子
団
体

　
　

優　

勝　
　

　

女
子
個
人

　
　

第
３
位　

久
美
田
詩
織   

（
３
年
）

▼
水　

泳

　

１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

　
　

第
４
位　

植
林　

駿
介　
（
２
年
）

　
　
　
　
　
　

１
分
20
秒
61

　

２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　
　

第
３
位　

植
林　

駿
介　
（
２
年
）

　
　
　
　
　
　

２
分
38
秒
25

▼
陸　

上

　

２
年
男
子
１
０
０
ｍ

　
　

第
３
位　

岩
下
新
太
郎　
（
２
年
）

　
　
　
　
　
　

12
秒
68

　

男
子
低
学
年
４
×
１
０
０
ｍ

第
２
位　

岩
下
新
太
郎　
（
２
年
）

　
　
　
　

山
内　

珠
莉　
（
２
年
）

　
　
　
　

大
窪　

雄
大　
（
１
年
）

　
　
　
　

黒
木　

翔
真　
（
１
年
）

　
　
　
　
　
　

52
秒
13

　

男
共
通
走
幅
跳
び

　
　

第
２
位　

中
井　

大
貴　
（
３
年
）

　
　
　
　
　
　

５
ｍ
70
㎝

　

女
子
低
学
年
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル

　
　

第
１
位　

川
島　

芽
依　
（
２
年
）

　
　
　
　
　
　

13
秒
44

　
女
子
共
通
走
幅
跳
び　
　
　
　

　
　

第
４
位　

川
島　

芽
依　
（
２
年
）

      　
　
　
　

４
ｍ
93
㎝

　
　
吉
松
中
学
校

▼
剣　

道　

　

女
子
個
人　

　
　

第
３
位　

二
渡　

雅　
　
（
２
年
）

▼
陸　

上

　

男
子
共
通
８
０
０
ｍ

　
　

第
３
位　

本
田　

航
大　
（
３
年
）

　
　
　
　
　
　

２
分
10
秒
95

　

共
通
砲
丸
投
げ

　
　

第
３
位　

本
田　

航
大　
（
３
年
）

　
　
　
　
　
　

９
ｍ
65
㎝

　

３
年
１
５
０
０
ｍ

　
　

第
５
位　

丸
山　

拓
馬　
（
３
年
）

　
　
　
　
　
　

４
分
40
秒
45

※
以
上
の
団
体
・
個
人
は
７
月
に
開
催
さ

れ
る
県
総
体
に
出
場
す
る
予
定
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
（
敬
称
略
）

　　

８
月
28
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
大
分
県
で
開
催

さ
れ
る
第
35
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
。

○
吉
松
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

柿
木　

蓮
人
（
吉
松
小
６
年
）

　

境
田　

英
心
（
吉
松
小
６
年
）

　

丸
山　

恒
也
（
吉
松
小
６
年
）

　

菱
刈　

翔
貴
（
吉
松
小
６
年
）

　

雪
松　

大
誠
（
吉
松
小
５
年
）

　

南　
　

侑
杏
（
吉
松
小
５
年
）

　

坂
下　

悠
真
（
吉
松
小
５
年
）

　

下
脇
田
颯
太
（
吉
松
小
４
年
）

　

菱
刈　

嵩
琉
（
吉
松
小
４
年
）

　

丸
山　

琉
星
（
吉
松
小
４
年
）

　

村
口　

未
祐
（
吉
松
小
４
年
）

　

永
野　

翔
人
（
吉
松
小
３
年
）

　

丸
山　

剛
輝
（
吉
松
小
３
年
）

　

柳
原　

柊
羅
（
吉
松
小
３
年
）

各
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果
を
吉
松
庁
舎
生
涯

学
習
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
広
報
紙
面

に
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　

℡
０
９
９
５

－

75

－

２
１
４
２

　

（
内
線
３
２
１
３
）

第
35
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
出
場

ゆ
う
す
い 

の
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期
日
：
6
月
16
日
～
22
日

場
所
：
国
分
中
学
校
ほ
か

（
※
陸
上
競
技
は
左
記
の
と
お
り
）

期
日
：
5
月
28
日

場
所
：
霧
島
市
国
分
陸
上
競
技
場
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6
15

6
17

6
20・21

6
23

7
7

幸田小学校
緑の少年団発足

吉松幼稚園の
わくわく人権ルーム

　　カヌー体験に
　　　チャレンジ !!

「横断歩道では
　　しっかり確認 !!」

お買い物は町内で !!
　プレミアム商品券

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
森
林
の
社
会

的
役
割
に
つ
い
て
学
ぶ
環
境
を
整
え
る
た
め
、幸

田
小
学
校
緑
の
少
年
団（
冨
久
和
哉
団
長
以
下
32

名
）が
発
足
し
ま
し
た
。町
内
で
は
、こ
れ
ま
で
地

区
単
位
で
活
動
し
て
い
る
川
添
・
長
谷
に
次
い
で

３
団
体
目（
学
校
単
位
で
は
本
町
で
初
め
て
）と

な
り
ま
し
た
。同
校
は
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
棚

田
や
清
流
を
活
か
し
た
山
村
留
学
の
取
り
組
み

を
行
う
ほ
か
、新
た
に
木
工
製
作
や
し
い
た
け
駒

打
ち
体
験
な
ど
、特
色
の
あ
る
教
育
活
動
を
実
践

し
て
い
ま
す
。

　

人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
と
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
を
招

い
て『
わ
く
わ
く
人
権
ル
ー
ム
』が
吉
松
幼
稚
園

（
全
園
児
19
名
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
町
を
含

む
管
内
の
人
権
擁
護
委
員
の
方
々
と
い
っ
し
ょ

に
人
権
ビ
デ
オ
の
観
賞
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
、お
友
だ
ち
が
嫌
が
る
話
し
方（
チ
ク

チ
ク
言
葉
）を
な
る
べ
く
使
わ
な
い
で
、相
手
を

思
い
や
る
優
し
い
話
し
方（
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
）を

使
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。人
権
尊
重
の
重
要
性

に
早
い
発
達
段
階
か
ら
触
れ
合
え
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

西
下
勝
栗
楽
老
ク
ラ
ブ
（
会
長
：
玉
置
實
氏
）

は
、
月
一
回
の
理
事
会
の
ほ
か
、
地
区
公
民
館

の
花
壇
管
理
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
を
さ

れ
て
お
り
、
70
名
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
高
齢
者
の
夜
間
歩
行
中
の
事
故
が
多
い
こ
と

か
ら
、
交
通
安
全
教
育
班
（
さ
わ
や
か
号
）
の

派
遣
を
申
請
さ
れ
、『
歩
行
者
が
青
信
号
で
も

安
心
せ
ず
、
左
右
の
確
認
を
行
う
こ
と
』
な
ど

の
交
通
安
全
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

認
知
症
予
防
の
研
修
会
や
子
ど
も
会
と
の
交
流

が
計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
快
活
な
取
組
み

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

地
方
創
生
の
一
環
で
湧
水
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
が
発
売
さ
れ
、
発
売
日
で
あ
る
７
月
７
日

に
は
朝
早
く
か
ら
多
く
の
方
々
が
町
商
工
会
本

所
・
支
所
に
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

商
品
券
は
１
セ
ッ
ト
１
万
円
で
、
町
内
の

取
扱
店
で
１
万
２
千
円
分
の
買
い
物
が
で
き
、

１
億
２
５
０
０
万
円
分
が
準
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
消
費
需
要
拡
大
と
地
域
の
活
性

化
が
大
き
く
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
買
い
物
は
町
内
で
!!
」
を
合
い
言
葉
に
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
商
品
券
は
売
切
れ
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。）

　

栗
野
・
吉
松
小
学
校
の
プ
ー
ル
で
カ
ヌ
ー
体

験
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
32
年
開
催

予
定
の
「
鹿
児
島
国
体
カ
ヌ
ー
競
技
」
の
会
場

地
と
し
て
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
カ
ヌ
ー
を

体
験
す
る
場
を
提
供
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
、

町
内
小
学
校
か
ら
の
べ
46
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

カ
ヌ
ー
へ
の
乗
り
降
り
や
転
覆
時
の
対
応
な
ど

を
学
習
し
た
後
、
漕
ぎ
出
し
て
み
る
と
す
ぐ
に

上
達
し
、
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

指
導
者
補
助
と
し
て
、
伊
佐
市
の
カ
ヌ
ー
ク
ラ

ブ
の
児
童
も
参
加
し
て
互
い
に
交
流
を
深
め
ま

し
た
。　

このコーナーでは皆さまからの情報をお待ちしております。☎74－3111（内線2211） ゆうすいの話題

町内イベント

第３６回
霧島国際音楽祭

アフタヌーン・コンサート
世界的に活躍し，霧島国際音楽祭

に参加しているアーティストの本

格的な演奏をお楽しみください。

場　所：いきいきセンターくりの郷
　　　　町民ホール（入場無料）
日　時：７月２７日（月）
　　　　午後１時～午後２時

▲昨年のコンサートの状況
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－平成２７年春の叙勲－

危険業務従事者叙勲

旭日単光章

瑞宝双光章

瑞宝単光章

内閣府より社会的な功労をされた方々へ叙勲の発令がありました。本町からは轟地区在
住の恒岡誠氏と同じく轟地区在住の橋之口定氏がそれぞれ春の叙勲を受章されました。ま
た，危険業務従事者叙勲として鶴丸地区在住の西田耕太郎氏が受章されています。３名の
方々のこれまでの功労に敬意を表し，今後益々のご活躍を期待しています。

【 主 な 功 績 】
○農林業振興に関する功績
栗野町農業委員会委員として，昭和４４年７月から昭

和６２年７月までの計６期１８年の永きにわたり在職し，
その間，会長等の要職を歴任し農業委員会の健全な運営
発展に努力を重ね，農林業の振興に寄与されました。

○地方自治振興に関する功績
栗野町議会議員として，昭和５５年１０月から平成８

年１０月まで１６年の永きにわたり在職し，常任委員会
委員長などの要職を歴任し，地方自治の進展と円滑な議
会運営に貢献されました。

【 主 な 功 績 】
昭和４３年４月に栗野町消防団員を拝命し，平成８

年１２月から平成２４年３月までの１５年余りの永き
にわたり湧水町（栗野町）消防団長として消火・人命救
助活動に出動し，地域住民の生命財産の保全に尽力さ
れました。また，消防団員の高齢化を補うべく団員の資
質向上を図るために徹底した教養訓練に努められ，自
らも各種規律訓練やポンプ操法技術訓練において陣頭
指揮をとられました。
同氏は，平成１９年１１月に国から藍綬褒章を授与

されるなど公共の利益に寄与され，本町消防の発展に
貢献されました。

恒
つねおか

岡　 誠
まこと

 氏

橋
は し の ぐ ち

之口　定
さだむ

 氏

西
に し だ

田　耕
こ う た ろ う

太郎 氏

（農業振興功労）

（消防功労）

（矯正業務功労）
※ 本人のご希望により，お名前のみの掲載とさせていただきます。
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   　　平成２６年度
   　　湧水町の ごみ排出状況 の報告

　平成２６年度の可燃ごみの排出量は1,553ｔ（１世帯あ
たりの総排出量は25.64ｋｇ）でした。湧水町衛生普及会
では前年度実績に対して10％の減量を目標にしてご協力を
お願いしてきましたが，排出量で66ｔ，１世帯あたりの排
出量では0.86㎏が前年度実績より減量となっていますので，
今後とも目標値達成に向けてご協力をよろしくお願いいた
します。
  可燃ごみ１０％減量の取組にご協力を！

未来館ごみピットでのごみ質試験成績値（平成２７年３月４日実施）
下のグラフは可燃ごみで出されたものの成分とごみ質の分析を行った結果です。

　上のグラフを見てみると可燃ごみとして出されるごみの半分以上は『水分』であることがわかりま
す。そして，ごみ質では『紙・布類』が最も多く，次いで『ビニール・合成樹脂・ゴム（ラップやレジ
袋など）』が多いようです。
　このようなことから，生ごみの水切りの徹底や紙類の混入を減らすことで可燃ごみの量を大きく減ら
すことができます。	 	 	 	 	 	
　なお，町衛生普及会では生ごみ処理機の購入補助を行っていますので，ぜひご活用ください。
　平成２６年度の資源・不燃ごみの総排出量は277ｔで前年度比約６％の減量となっています。

　ごみ収集所に出される資源ごみの中には分別方法が間違っ
ているなどの理由で回収されない物も多く，また，資源ごみ
が分別されずに可燃ごみとして出されているものも多く見受
けられます。
　もう一度「ごみの分け方・出し方」でご確認をお願いします。

　　　混ぜればごみ，分ければ資源!!

平成２６年度可燃ごみの排出量は 1,553 ｔ！
　　　　前年度実績との比較は減量，目標量に届かず！

平成 25 年度
実　績

平成 26 年度
実　績 比較 平成 26 年度

目　標　値
目標量と実績
の　比　較

総排出量 1,619 ｔ  1,553 ｔ 66 ｔ の減 1,457 ｔ 目標量より
96 ｔ 多い

１世帯あたりの
排出量（１ヶ月） 26.50 kg 25.64 kg 0.86 kg の減 23.85kg 目標量より

179 kg 多い

全水分
50.13

灰分6.20

可燃分
43.67

紙・布類
62.07

ビニール・合
成樹脂･ゴム
19.00

木・竹・わら類
6.67

厨芥類
6.77

不燃物類
1.53

その他
3.97

【 ごみの成分 】 【 ごみ質 】

可燃ごみ

資源・不燃ごみ

湧水町衛生普及会だより 54

（単位：％）（単位：％）
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問
１　

今
年
に
な
っ
て
か
ら
固
定

資
産
を
売
却
し
た
の
に
、
固
定
資

産
税
の
納
税
通
知
書
が
送
ら
れ
て

き
た
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う

か
。

答
１　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１

月
１
日
に
固
定
資
産
を
所
有
し
て

い
る
人
に
課
税
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
よ
っ
て
、
年
の
途
中
に
土

地
や
家
屋
を
売
却
し
て
も
、
新
し

い
所
有
者
に
は
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
今
年
度
分
の
税

金
は
全
額
課
税
さ
れ
ま
す
。
今
年

中
に
名
義
変
更
が
行
わ
れ
れ
ば
、

翌
年
度
か
ら
は
新
し
い
所
有
者
に

課
税
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

問
２　

私
の
資
産
の
一
部
の
税
金

を
家
族
に
納
め
て
も
ら
い
た
い
の

で
納
税
通
知
書
等
を
家
族
の
名
義

で
作
成
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き

ま
す
か
。

答
２　

固
定
資
産
税
は
、
納
税
義

務
者（
１
月
１
日
現
在
の
所
有
者
）

ご
と
の
資
産
を
全
て
合
算
し
て
課

税
台
帳
を
作
成
し
ま
す
。そ
の
後
、

そ
の
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
内

容
を
基
に
税
額
を
算
出
し
、
納
税

通
知
書
等
を
送
付
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
固
定

資
産
の
所
有
者
で
な
い
ご
家
族
に

対
し
て
課
税
を
行
う
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
納
税
通
知
書
等
を
作
成

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
３　

土
地
・
家
屋
の
所
有
者
が

死
亡
し
た
場
合
、
誰
に
課
税
さ
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

 

答
３　

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在

で
所
有
者
が
死
亡
し
て
い
て
、
遺

産
相
続
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
共
有
財
産
と
し
て
、
法
定
相

続
人
全
員
が
納
税
義
務
を
負
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
納
税
通

知
書
等
の
送
付
先
と
し
て
「
相
続

人
代
表
者
指
定
届
」
を
税
務
課
に

提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

未
提
出
の
場
合
は
、
町
が
指
定
し

た
相
続
人
に
お
送
り
し
て
い
ま

す
。

　

本
町
に
死
亡
届
が
提
出
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
の
方
へ

届
出
書
提
出
の
お
願
い
を
送
付
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
も
亡
く
な
ら

れ
た
方
の
名
前
で
納
税
通
知
書
が

届
い
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

税務課からのお知らせ

【問い合わせ先】　栗野庁舎　税務課　TEL：７４－３１１１（内線２１４４）

こんな場合は税務課へ申請・届け出をお願いします！
・家屋を新築・増築，また取壊しをしたとき
・登記地目と土地の利用を変更したとき
・納税義務者が亡くなられ，本年中に相続の手続きが済まないとき
・納税通知書等の送付先を変更するとき

固
定
資
産
税

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を
所
有

し
て
い
る
人
が
、
そ
の
固
定
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村
へ
納
め
る
税
金
で
す
。

　

今
回
は
、
日
頃
、
皆
さ
ん
か
ら
よ
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問
を
一
問
一
答
形
式
で

お
答
え
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
一
問
一
答

家屋特定調査にご協力をお願いします。

　湧水町税務課では，課税台帳と実際の家屋とを照合するため，家屋特定調査を行っています。調査
では，家屋特定事務補助員の腕章とネームを付けた調査員が各家庭を訪問し，建物の確認を行います。
この調査は，課税漏れまたは取壊しなどの家屋の実体を把握し，より適正かつ公正な課税を目指すも
のです。
　町民皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
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国民年金のお知らせ

全額免除 4 分の 3 免除 半額免除 4 分の 1 免除

保険料額（月額） 　　　　0 円 ３，９００円 ７，８００円 １１，６９０円

　平成２７年度国民年金免除申請の受付が７月１日より始まりました。
　国民年金保険料は毎月納めていただきますが，収入の減少や失業等により保険料を納めることが出来
なくなることもあります。
　しかし，保険料を未納のままにしておくと，老後の年金だけでなく，障害や死亡といった不測の事態
が生じたときに「障害年金」や「遺族年金」を受け取ることが出来ない場合があります。そのような状
況を防ぐため，本人からの申請により，保険料が「全額免除」または「一部免除」される制度がありま
す。
	
全額免除・・・保険料の全額（月額15,590円）を免除　　
一部免除・・・保険料の一部を免除（4分の3免除・半額免除・4分の1免除）

＜免除が承認された場合の保険料額＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　【平成27年度】

　　　　　　※減額された保険料を納めていない期間は，未納扱いとなりますのでご注意ください。

　将来の年金への影響

　免除が承認された期間は，全額納付し
た場合と比べ保険料が軽減されているた
め右図のとおり受け取る老齢基礎年金額
が少なくなります。

　免除は未納より有利です

　免除のすべての期間が，老後や万一のときの年金を受給するための期間に反映されます。
また，老齢基礎年金の給付額を算出する際に，減額はありますが，免除期間を計算に入れることができ
ます。10年以内なら，後から納めて（追納），老齢基礎年金を満額に近づけることも出来ますので，未
納にせず免除制度を利用しましょう。

１
／
４
免
除

半
額
免
除

３
／
４
免
除

全
額
免
除

未　

納

全
額
納
付

【
受
け
取
る
年
金
額
の
割
合
】

チェンソーアート全国大会ｉｎ湧水町
平成27年　11.7㊏・11.8㊐開催

栗野庁舎　　住　民　課　　℡：７４－３１１１（内線２１５４）

吉松庁舎　　住民福祉課　　℡：７５－２１１１（内線３１１９）
お問い合わせ先
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国
保
だ
よ
り

回 月　日 内　　　　　　　　　　　容
2 　７月２３日（木） 足裏ケア　青竹を用いた青竹ビクス
3 　８月２０日（木） ラダー・ハードルを用いたウォーキング教室　体組成測定
4 　９月１８日（金） ストレッチポールを用いた姿勢改善運動　体組成測定

5 １０月２２日（木）
腰痛・肩こり改善運動
チューブ・ダンベルを用いたサーキットトレーニング

6 １１月２０日（金） バランスボールを用いたバランス運動

7 １２月１７日（木）
ソフトジムボールを用いたバランス運動
巧
こ う ち せ い

緻性トレーニング

8 　１月　７日（木） 足裏ケア　青竹を用いた青竹ビクス
9 　１月２１日（木） ラダー・ハードルを用いたウォーキング教室
10 　２月　４日（木） バランスボールを用いたバランス運動　姿勢状況チェック
11 　２月１９日（金） ストレッチポールを用いた姿勢改善運動

12 　３月　３日（木）
腰痛・肩こり改善運動
チューブ・ダンベルを用いたサーキットトレーニング　体組成測定

13 　３月１８日（金）
ソフトジムボールを用いたバランス運動
巧
こ う ち せ い

緻性トレーニング

【お問い合わせ先】　栗野保健センター　 ℡ ７４－３１２０　

げんき湧くわく教室に参加しませんか

　生活の中で運動していますか？
　◆運動に自信がない
　◆わかっているけどできない
　◆何から始めたらいいのかわからない
とにかく一緒に体を動かすことから
始めましょう！！

対象：湧水町に住む７５歳未満の方
　　　（医師から運動の制限をされている方は
　　　  ご遠慮ください）
時間：午前９時～１１時（受付８時４５分～）
講師：保健師・管理栄養士・歯科衛生士
　　　健康運動指導士

★飲み物（水分補給）を

　ご持参ください。

★動きやすい服装で

　お越しください。　

夏バテ ・ 熱中症予防は食事から
　高温多湿のこの時期は体力の消耗が激しく，胃腸の働きも衰えがちです。食事も冷たいそうめんなどあっ
さりしたものですませがちですが，これでは栄養バランスが崩れてしまいます。
　特に朝食は 1日の活動のもと・体のリズムを整える為に欠かせません。
この時期は『量より質』を考え，３度の食事は少量でもいろいろな食材を摂るよう心がけましょう！夏バテ・
熱中症予防をすることで，医療費の節約にもつながります。
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開催日時　毎月第1・3火曜日　9：30～11：30
開催場所　栗野中央公民館
連  絡 先　栗野中央公民館　℡ 74 - 4313

中央公民館作品展示の案内

栗 野 湧水短歌・いずみ短歌教室 7月12日～ 8月10日

吉 松 陶芸教室 7月12日～ 8月10日

活動内容
　毎月 2 回の練習を基本に，5 名で学習しています。	
湧水町の文化祭・芸能祭・いきいきセンターでの大正
琴合同演奏会・吉松幼稚園の生活発表会，交流会を仲
間と楽しんでいます。お気軽にお越しください。

一緒に演奏してみませんか

大正琴 琴芳会教室

手
て い し が た

石方　良
よ し え

江先生

学級生

楽譜
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開館時間：午前１０時～午後６時　　　　　　8 月は休まず開館します。
休 館 日：毎週月曜日，祝日（こどもの日，海の日，文化の日を除く），毎月第４木曜日，
　　　　   年末年始（１２/ ２９～１/ ３），特別館内整理期間　問合せ先：７４－１８２１

くりの図書館に来てね！

～ 新しい DVD が入りました ～
　アニメや映画の DVD を新
しく約 50 点購入しました。
1 人 2 点まで 1 週間，借り
られます。図書館での視聴
もできますので，ご利用く
ださい。

・そして父になる　
・天地明察
・劇場版ムーミン　
・仮面ライダー
・おさるのジョージ　など

　【原　ゆたか　講演会】
日時：8 月 9 日 ( 日 ) 14:00 ～
場所：いきいきセンター町民ホール

　「かいけつゾロリ」シリーズなど数々の大人
気作品を出版している原さんの講演会です。
ぜひ家族やお友達と一緒に，ご来場ください。

★講演会後，サイン会を行います。
ゾロリのイラストも描いてくださる予定で
す！（原さんの本へのサイン）

7 月 20 日㈪　10：30 ～
場所 ： 図書館
　　　おはなしコーナー
　図書館職員が絵本の読み聞かせ
や，パネルシアターなどを行います。
予約不要です。楽しい時間を過ごし
ましょう。

7 月 20 日㈪　
　　　　　～８月 7 日㈮
場所 ： 図書館　入口
　図書館で利用できなくなった古い
本や雑誌などを無料で差し上げま
す。思わぬ本との出会いがあるかも。
※なくなり次第終了します。

7 月 20 日㈪　13：30 ～
場所 ： 図書館２階　創作室
　プラスチックの板「プラバン」でオリ
ジナルのキーホルダーやブローチを作り
ます。材料・道具は図書館で準備します。
　図書館カウンターか，電話で予約をし
てください。（先着 25 名）

原画展も開催します
期間：7 月 24 日～ 8 月 23 日
　　　8:30 ～ 22：00　[ 休展日 8/17]
場 所：いきいきセンター町民ホール

　印刷された絵とは一味ちがった，迫力あ
る原画が楽しめます。図書館の特設コーナー
でも，原さんの作品を集めて紹介します。

かいけつゾロリの 原　ゆたかさんが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　やってくる！

職場体験生を受け入れました

6 月 4 日・5 日
　  （2 日間）

（左から）

弓場　由依さん
今園　萌さん
新屋　理子さん

栗野中学校２年生

　たくさんの人と接したり，普段行けない場所を
見たりでき，楽しかったです。中学校生活とは一
味違った充実感を味わえました。学んだことを，
仕事に就いた時にいかしたいです。

入場
　無料

※講習会の内容
は，4 年 生 以 上
の内容になりま
す。小さな子ど
もさんは保護者
同伴でお願いし
ます。

7 月 20 日 海の日は としょかんまつり　イン・サマー
海の日
おはなし会
海の日
おはなし会

ブック
リサイクル

創作教室
「プラバンで世界にひとつの
　アクセサリーをつくろう」
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登山と長島について
　みなさんこんにちは。いよいよ梅雨に入りましたが，私は雨にも負けずにい
ろいろな場所を巡っています。今回は，えびの高原，出水と長島に行ってきまし
たので，それについて話したいと思います。
　去年は，えびの高原に行きましたが，残念ながら池を全部回れませんでした。
今回はオーストラリアから来ている友達のジョンさんと一緒に行きました。曇
りで蒸し暑かったですが，幸い雨は降りませんでした。歩き出してすぐのとこ
ろで鹿と出くわしました。人間を見てあまり怯えなかったようです。白紫池と六観音御池の間にある十字
路を過ぎ，展望台まで登り，綺麗な池と山が見えました。しかし，そこで巨大な霧がかかり，韓国岳が見え
なくなりました。その後，霧がなかなか晴れず見えないままで残念でした。しかし，途中でいろんな蝶々を
見ることができました。３時間をゆっくりと山の上で過ごせて，とても楽しかったです。またいつか行っ
てみたいと思います。
　６月７日の日曜日は晴れたので，ジョンさんと出水と長島に行きました。川沿いの狭い道を通って出水
に着きました。まずは箱崎八幡神社に行き，大きな鈴に感心しました。神社のあちらこちらにある鶴の彫
刻像を見て，この町にとって鶴がとても大切な存在だとわかりました。その後，長島へ向かって行くと海
岸沿いに小さな島がたくさん見えはじめ，その穏やかな景色に癒されました。展望台からは，更に綺麗な
眺めを楽しめました。九州が本当に美しいところであることを実感しました。
　１０月にはまた出水に行って，鶴を見てみたいと思います。何千匹が飛んでくると聞いているので，楽
しみにしています。夏の花火も楽しみにしています。
　今回も最後まで読んでいただいて，ありがとうございました。次回もよろしくお願いします。

　私はよく「どちらで日本語を覚えましたか」と聞かれることがあ
ります。そこで今回はオーストラリアの日本語教育と自分の経験に
ついて話したいと思います。
　ほとんどのオーストラリアの州では，義務教育での外国語教育は
中学校１・２年生だけです。外国語を教えている小学校は少数で，
中学校３年生と高校では選択科目になっています。私の場合は中学
校１年生のとき，５ヶ国語をそれぞれ６週間ずつ学ぶ入門コースを
受け，そこで初めて日本語と出会いました。それまでは外国語に大した関心も持たず，自分には難しすぎ
ると思っていました。しかし，日本語の先生は文法や単語をわかりやすく丁寧に説明し，日本の文化を面
白く紹介してくれました。彼女の熱心な教え方がなんだか私に「できる」と思わせてくれたので，結局大
学まで学び続けることにしました。あいにく，大学入試では物理学や経済学などの選択科目が重視されて
いるので，高校３年生まで外国語の勉強を続ける学生は全体の１割以下です。
　しかし，その中で日本語は近年イタリア語やフランス語より人気が高くなり，中学校や高校で一番勉強
されている外国語となっています。その理由の一つは，若者に大人気の漫画やゲーム，J-POP などの日本
のポップカルチャーだと思います。「日本のアニメを字幕なしで見たい」などが動機で勉強し始める学生
が大勢います。ところが，オーストラリアの学校は，学生たちが日本人に失礼のないように，規則として
日本語を全て丁寧語で教え，ため口などにはほとんど触れません。それでもアニメなどを学習の参考にし
て，自分のことを「俺様」や「拙者」と言ったり，お別れの挨拶が「さらば」になったり，色々と間違っ
た知識を身に付けてしまう人がたまにいます。
　他にも国際交流基金などの団体が日本文化の推進に取り組んでいます。ジャパンフィルムフェスティバ
ルや日本風の夏祭りを開催しており，最近注目されています。これからはこういったイベントや学校にお
ける勉強を通して日本に触れ，興味を持ってくれるオーストラリア人が増えたらいいなと思います。

オーストラリアの日本語教育について

ジョシュア・リオンの国際交流日記

シェリルの冒険記録日誌
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○
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、生
計
関

係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、

順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

○
右
記
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
に
引
き

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

▼
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、５
年
償
還
の
記
名

国
債

▼
請
求
期
間

　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
回
特

別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

▼
請
求
及
び
問
合
せ
先

〇
栗
野
庁
舎　

福
祉
課　

　

☎
７
４

－

３
１
１
１

〇
吉
松
庁
舎　

住
民
福
祉
課

　

☎
７
５

－

２
１
１
１

　
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
の
参
加
者
募
集
に

つ
い
て

　

先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、戦
没

し
た
休
戦
域
を
訪
れ
、慰
霊
追
悼
を

行
う
と
と
も
に
、同
地
域
の
住
民
と

友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。費
用

は
、参
加
費
と
し
て
10
万
円
で
、５
年

を
経
過
し
た
方（
平
成
21
年
度
以
前

参
加
者
）は
２
回
目
の
応
募
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
海
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
で
洋
上
慰
霊
参
加
希
望
者
は

５
年
を
経
過
し
な
く
て
も
応
募
可
能
。

た
だ
し
、前
回
洋
上
慰
霊
参
加
者
は

応
募
で
き
ま
せ
ん
。）日
程
等
の
詳
細

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い（
日
本

遺
族
会
事
務
局
☎
０
３

－

３
２
６
１

－

５
５
２
１
）

▼
実
施
地
域

○
広
域
地
域

　

旧
満
州
、旧
ソ
連
、西
部
・
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー

半
島
、マ
リ
ア
ナ
諸
島
、中
国
、ト

ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、ミ
ャ
ン
マ
ー
、フ
ィ

リ
ピ
ン
、終
戦
70
周
年
記
念
洋
上
慰

霊○
特
定
地
域

　

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

▼
申
込
先

〇
各
都
道
府
県
遺
族
会
へ

　

☎
０
９
９

－

８
１
２

－

８
２
９
２

（
特
例
財
団
法
人
鹿
児
島
県
遺
族
会
）

日
本
年
金
機
構
の
個
人
情
報
流

失
に
便
乗
し
た
電
話
に
注
意
!

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
名
乗
る
者

か
ら
電
話
が
あ
り
、「
年
金
の
個
人
情

報
が
流
出
し
て
お
り
、消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
な
ら
無
料
で
削
除
す
る
こ
と

が
で
き
る
。」な
ど
情
報
流
出
に
便
乗

し
た
不
審
な
電
話
の
事
案
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

○
不
審
な
電
話
や
勧
誘
が
あ
っ
て
も
、

相
手
に
せ
ず
に
電
話
を
切
っ
て
く
だ

さ
い
。

○
日
本
年
金
機
構
や
消
費
者
庁
、国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
、消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
等
の
職
員
か
ら
消
費
者
へ
電
話

や
メ
ー
ル
で
連
絡
を
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先

〇
鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９

－

２
２
４

－

０
９
９
９

今
夏
に
お
け
る
節
電
へ
の
ご
協

力
の
お
願
い

　

九
州
電
力
株
式
会
社
は
、電
力
の

安
定
供
給
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、

原
子
力
発
電
所
の
一
日
も
早
い
再
稼

働
に
向
け
て
、原
子
力
規
制
委
員
会

に
よ
る
適
合
性
審
査
や
使
用
前
検
査

に
真
摯
か
つ
丁
寧
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、更
な
る
安
全
性
・
信
頼
性
の
向

上
、な
ど
、事
業
者
と
し
て
で
き
る
こ

と
を
最
大
限
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
の
夏
に
お
い
て
も
、お
客
さ

ま
の
生
活
・
健
康
や
生
産
・
経
済
活
動

に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、節
電
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
夏
場
に
節
電
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
た
い
期
間
と
時
間
帯
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
期
間

　

９
月
30
日（
水
）ま
で
の
平
日（
※

た
だ
し
、お
盆
の
８
月
13
日
～
15
日

を
除
く
。）

▼
時
間
帯

　

午
前
９
時
～
午
後
８
時
ま
で（
※

特
に
電
力
需
要
が
高
く
な
る
午
後
１

時
～
午
後
５
時
は
重
点
的
な
節
電
を

お
願
い
し
ま
す
。）

▼
問
合
せ
先

〇
九
州
電
力
㈱
霧
島
営
業
所

　

☎
０
１
２
０

－

９
８
６

－

８
０
３

難
病
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象

疾
病
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

難
病
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
と

な
る
疾
病（
指
定
難
病
）が
現
在
の

１
１
０
疾
病
か
ら
３
０
６
疾
病
に
拡

大
さ
れ
ま
す
。

※
対
象
疾
病
や
医
療
費
助
成
制
度

に
係
る
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://pref.kagoshim
a.jp/

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
　

〇
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
９
９

－

２
１
８

－

３
１
３
４

　

Infomation
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催し物
コーナー

恒岡謙二　絵手紙展（いきいきセンター町民ホール）　　　（６月30日～７月21日）

くりの図書館　原画展（いきいきセンター町民ホール）　　（７月24日～８月23日）

※ 8月17日（月）は，休展日となります。

７/15 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） 8/1 土 　　8月は全日開館
７/16 木 8/2 日

7/17 金
　　心も体も元気教室　一生元気コース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日(川西地区)

8/3 月 　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
※要予約

7/18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土 8/ ４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（9：30 ～ 11：00）
資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

7/19 日 8/ ５ 水

　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（13：30 ～ 15：00）
　　母子相談（受付14：00 ～ 14：30）
※時間厳守
　　おはなし会＆昔あそび(14：00 ～ )　
図書館おはなしコーナー

7/20 月 　　としょかんまつりイン・サマー　
おはなし会(10：30～)創作教室　(13:30～) 8/ ６ 木

7/21 火

　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
※要予約
　　休館日

8/ ７ 金
　　心も体も元気教室　一生元気コース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（川西地区）

7/22 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） 8/ ８ 土

7/23 木
　　休館(館内整理日)
　　げんき湧くわく教室（9：00 ～ 11：00　
受付8：45 ～）

8/ ９ 日 　　原ゆたか講演会(14：00 ～ )　いきいき
センター町民ホール

7/24 金

　　心も体も元気教室　元気アップコース
（9：30 ～ 11：00）
資源ごみ収集日（川東地区）
　　原ゆたか原画展　いきいきセンター町
民ホール（8/23まで）

8/10 月

　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（9：30 ～ 11：00）
定例教育委員会（吉松庁舎）※一般の方も傍聴
できます。（一部非公開の場合もあります。）
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
※要予約

7/25 土 　　おはなしの森(10：30 ～ )　図書館おはな
しコーナー 8/11 火

　　心も体も元気教室　元気アップコース
（9：30 ～ 11：00）
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・
西下場地区）

7/26 日 8/12 水
　　おはなし会＆昔あそび(14：00 ～ )　
図書館おはなしコーナー
　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00）

7/27 月

　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（9：30 ～ 11：00
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
※要予約
　　休館日

8/13 木

７/28 火
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日(上場・老竹・長谷・東中下場・
西下場地区)

8/14 金 資源ごみ収集日（川東地区）

7/29 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） 8/15 土
7/30 木 8/16 日

7/31 金 　　心も体も元気教室　元気アップコース
（9：30 ～ 11：00） 8/17 月

　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
※要予約
　　休館日

吉中公
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日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良郡歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　下さい。

7 月 19 日㈰ 8 月  2 日㈰

7 月 20 日㈪

7 月 26 日㈰

8 月  9 日㈰

8 月 16 日㈰

吉松温泉医院
（湧　水　町）75 － 3311

前田医院
（湧   水   町）74 － 5001

大庭医院
（霧島市牧園）76 － 1984

田代医院
（湧   水   町）74 － 2075

林内科
（霧島市横川）72 － 1818

霧島温泉クリニック
（霧島市牧園）78 － 2338

日曜・祝日在宅医（７・８月）

6
月
1
日
（
月
）

・
国
民
文
化
祭
県
実
行
委
員
会
総
会

6
月
2
日
（
火
）

・
姶
良
・
伊
佐
地
域
農
政
推
進
協
議

会
総
会

・
姶
良
・
伊
佐
地
域
農
林
水
産
部
公

共
事
業
連
絡
会
議

・
姶
良
・
伊
佐
地
域
森
林
・
林
業
活

性
化
セ
ン
タ
ー
総
会

・
町
文
化
協
会
総
会

6
月
3
日
（
水
）

・
霧
島
・
え
び
の
高
原
エ
ク
ス
ト

リ
ー
ム
ト
レ
イ
ル
実
行
委
員
会

長
来
庁
対
応

・
町
防
災
会
議

・
姶
良
地
区
食
品
衛
生
協
会
栗
野
支

部
総
会

・
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
総
会

6
月
4
日
（
木
）

・
県
治
山
林
道
協
会
決
算
監
査

・
県
家
畜
畜
産
物
衛
生
指
導
協
会
理

事
会

・
町
国
際
交
流
協
会
総
会

6
月
5
日
（
金
）

・
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会

・
町
人
権
啓
発
推
進
会
議
総
会

6
月
7
日
（
日
）

・
霧
島
神
宮
狭
名
田
の
長
田
御
田
植

祭
6
月
8
日
（
月
）

・
議
会
運
営
委
員
会

6
月
9
日
（
火
）

・
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
定
例

会
6
月
10
日
（
水
）

・
議
会
本
会
議

6
月
11
日
（
木
）

・
議
会
本
会
議

6
月
12
日
（
金
）

・
議
会
本
会
議

6
月
13
日
（
土
）

・
町
保
育
連
絡
協
議
会
交
流
会

6
月
16
日
（
火
）

・
区
長
会

・
総
合
的
な
冠
水
被
害
軽
減
対
策
協

議
会

・
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
委
員
会
総
会

6
月
17
日
（
水
）

・
町
総
合
教
育
会
議

・
幸
田
小
学
校
緑
の
少
年
団
発
足
式

6
月
18
日
（
木
）

・
伊
佐
湧
水
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

・
高
原
フ
ェ
ス
タ
彫
刻
造
形
展
実
行

委
員
会

・
国
民
文
化
祭
町
実
行
委
員
会

6
月
19
日
（
金
）

・
町
総
合
戦
略
策
定
審
議
会

6
月
21
日
（
日
）

・
関
東
地
区
湧
水
会
総
会

6
月
23
日
（
火
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
議
員
全
員
協
議
会

・
認
知
症
研
修
会

・
全
国
市
町
村
完
全
踏
破
者
来
庁
対

応
6
月
24
日
（
水
）

・
町
学
校
保
健
会
総
会

・
県
観
光
連
盟
定
時
総
会

6
月
25
日
（
木
）

・
議
会
本
会
議

・
小
林
市
南
部
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
長
来
庁
対
応

・
立
地
協
定
調
印
式
（
え
び
の
電
子

工
業
株
式
会
社
）

6
月
26
日
（
金
）

・
姶
良
地
区
体
育
大
会
結
団
式

6
月
29
日
（
月
）

・
農
業
委
員
辞
令
交
付
式

・
県
治
山
林
道
協
会
総
会

6
月
30
日
（
火
）

・
辞
令
交
付
式

・
県
観
光
連
盟
専
務
理
事
来
庁
対
応

・
吉
松
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

議

町
長
動
静　
　
（
6
月
１
日
～
30
日
）

　
（
新
生
児
）　　
　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

仮か
り
や屋　

灯ひ

う生　
　
　

 

省
吾　

  　

 

坂
元

（
平
成
27
年
6
月
届
出
分
）

（
平
成
27
年
6
月
届
出
分
）

（
平
成
27
年
6
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

田
尾
原
西
の
中
水
流
賴
子
さ
ん
か
ら

（
正
則
さ
ん
死
去
）

町
外
の
黒
田
博
行
さ
ん
か
ら

（
テ
ル
さ
ん
死
去
）

中
郡
前
の
神
田
ヨ
シ
ヱ
さ
ん
か
ら

（
藏
元
キ
ミ
さ
ん
死
去
） 

塔
之
原
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
下
川
好
司
さ
ん
か
ら

（
ヒ
デ
子
さ
ん
死
去
）

市
原
の
内
堀
フ
ミ
さ
ん
か
ら

（
福
正
さ
ん
死
去
）

丸
池
タ
ウ
ン
の
廣
瀬
孝
尚
さ
ん
か
ら

（
美
知
さ
ん
死
去
）

牛
瀬
戸
の
加　

一
之
さ
ん
か
ら

（
ナ
ツ
ヱ
さ
ん
死
去
）

町
外
の
山
口
勝
さ
ん
か
ら

（
フ
ヂ
ヱ
さ
ん
死
去
）

上
矢
立
の
富
永
千
津
さ
ん
か
ら

（
鉄
夫
さ
ん
死
去
）

老
谷
前
の
神
掛
浩
一
さ
ん
か
ら

（
ヒ
メ
さ
ん
死
去
）

　
（
故
人
）　　
　
　
　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

福
本　

イ
ミ
子	

84
歳	
　

松
本

池
田　

ヨ
シ
子	

71
歳	

　

大
牟
礼
東

山
下　

ト
シ
子	

90
歳	

　

長
谷
上

上
村　

由
之	

90
歳	

　

上
村

山
口　

フ
ヂ
ヱ	

96
歳	

　

二
渡

藏
元　

キ
ミ	

101
歳	

　

中
郡
前

黒
田　

テ
ル	

88
歳	

　

古
川	

内
堀　

福
正	

87
歳	

　

市
原

小
島　

康
德	

80
歳	

　

竹
田
吉
松

新
園　

琢
摩	

41
歳	

　

町
外

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

人口の動き
住民基本台帳による

※外国人を含む
（　）は前月比

人口　 10,119人（ ー 10人）

  男　　 4,687人（ ー  7人）

  女　　 5,432人（ ー  3人）

世帯数　4,955戸（ 　  5戸）

　転入　　 15人
　転出　   14人
　出生　　   4人
　死亡　　 15人

平成27年6月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】



ステージ 広　場

17:30　 reirinn（さつまっ娘）コンサート
18:00   吉松小学校金管バンド演奏
18:15   吾妻寿賀乃会　日本舞踊
18:30　演歌の花道『野村ひとみ』熱唱ライブ
18:50　ちびっこオンステージ
　　　　お楽しみスポンサー賞抽選会
19:40   『薩摩剣士隼人ショー』
20:10　 大隅半島発！　ダンスボーカルユニット
　　　　『1 BERIVE  FNC（ﾜﾝ ﾋﾞﾘｰﾌﾞ ｴﾌｴﾇｼｰ）』

薩摩剣士隼人がやってくる！！
隼人＆コンコンの記念撮影と握手会！
① 18：00 ～　② 20：20 ～

●　昔遊び“ちびっこ”エリア
　・射的
　・輪投げ
　・ボンボン釣り
　・千本引き
　・スーパーボールすくい
　・ぷよぷよ
	
●　屋台村エリア
　　・町内の物産店大集合！

※駐車場は，吉松庁舎・吉松体
育館駐車場をご利用ください。

集まれ！

子どもたち

13:30　 みこしパレード ( 木場商店街 )
16:30　 燈籠展示（鹿銀前通り）
18:00　 総踊り（鹿信前通り一帯）

　【ステージ部門】（鹿銀駐車場特設会場）
18:55　 栗野中学校音楽部
19:10　 Ｋ amanukealani( ｶﾏﾇｹｱﾗﾆ ) フラダンス
19:25　 ストリートダンス　ファミリーＤＥＥＰ
19:45　 勝運太鼓
20:05　 お楽しみスポンサー賞抽選会
20:25　 高崎麓エイサー隊　風車

　【花火大会】（栗野リバーサイドモール裏川内川河川敷）
21:00 ～ 21:30　※雨天時は翌日に順延
　　　　★目玉⇒ 300 ｍワードスターマイン

【と　き】　７月２６日（日）
【会　場】　鹿児島銀行栗野支店駐車場　他
　　　　　　　※雨天時：栗野体育館
　　　　　　　　荒天時：中止

※イベント内容は，変更になる場合があります。
※駐車場は，栗野庁舎・防災センターをご利用ください。

お問い合わせ：湧水町商工会（７４－２２００）

夏まつり
前 夜 祭 と　き：７月２５日（土）

ところ：吉松体育館前広場
　　雨天時 : 吉松体育館　荒天時 : 中止

第８回
湧水町

本祭
花火大会


